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平成２２年２月１０日 

各 位 

  上場会社名  

  本店所在地 大阪市北区西天満三丁目 2 番 17 号 

  代表取締役社長 村 上  俊 介 

  コード番 号 ３４２０ 大証（市場第２部） 

  問 合 せ 先 責任者役職名 専 務 取 締 役 

経 営 企 画 室 長 

   氏 名 堀  池  康  友 

   電 話 番 号 ０６－６３６３－5653 

 

業務業務業務業務・・・・資本資本資本資本提携提携提携提携にににに伴伴伴伴うううう第三者割当第三者割当第三者割当第三者割当によるによるによるによる自己株式自己株式自己株式自己株式のののの処分処分処分処分、、、、主要株主主要株主主要株主主要株主であるであるであるである筆頭株主筆頭株主筆頭株主筆頭株主

のののの異動及異動及異動及異動及びびびび連結連結連結連結子会社子会社子会社子会社のののの完全子会社化完全子会社化完全子会社化完全子会社化にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

 当社は、平成２２年２月１０日開催の取締役会において、下記のとおり積水樹脂株式会社（以下

「積水樹脂」と言う）との業務・資本提携、並びに第三者割当による自己株式の処分を行うことを決

議いたしましたのでお知らせいたします。また、当該自己株式処分により主要株主である筆頭株主

の異動が見込まれるとともに、積水樹脂との共同出資の子会社を完全子会社化することも併せて、

お知らせ致します。 

 

記 

 

ⅠⅠⅠⅠ資本資本資本資本・・・・業務提携業務提携業務提携業務提携にににに伴伴伴伴うううう第三者割当第三者割当第三者割当第三者割当によるによるによるによる自己株式自己株式自己株式自己株式のののの処分処分処分処分 

１１１１．．．．処分要領処分要領処分要領処分要領    

（１）処分の期日 平成２２年３月１日 

（２）処分株式数 ７７３，０００ 株 

（３）処分価額 １株につき  ４９３ 円 

（４）資金調達の額 ３８１，０８９，０００円 

（５）募集又は処分の方法 第三者割当 

（６）処分先 積水樹脂株式会社 

 

２２２２．．．．自己株式自己株式自己株式自己株式のののの処分処分処分処分のののの目的及目的及目的及目的及びびびび理由理由理由理由    

 積水樹脂とケー・エフ・シーとは、平成１７年９月にそれぞれの子会社である積樹道路株式

会社と株式会社アール・シー・アイとの合併により誕生したアールシーアイ・セキジュ株

式会社を通じ両社の関係を緊密化して参りました。 

 今般、アールシーアイ・セキジュ株式会社をケー・エフ・シーの完全子会社とし、同社の合

理化を図るとともに、縮小が懸念される建設業界において、積水樹脂とケー・エフ・シーの協

力体制を更に強化し、経営資源の効率化と新たな顧客ニーズと市場ニーズを創出する体制を

構築し、両社の発展に寄与することを目的として業務及び資本提携を行います。 
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また、積水樹脂及びケー・エフ・シーの両社は信頼関係をより一層強化させ、本業務提携を

より強固にするために、積水樹脂はケー・エフ・シーの保有する自己株式７７３，０００

株を第三者割当による自己株式処分の方法により取得します。 

なお、業務・資本提携の詳細につきましては、本日積水樹脂と共同で発表しております「積

水樹脂株式会社と株式会社ケー・エフ・シーとの業務・資本提携に関するお知らせ」をご参照下さ

い。 

 

３３３３．．．．調達調達調達調達するするするする資金資金資金資金のののの額額額額、、、、使途及使途及使途及使途及びびびび支出予定支出予定支出予定支出予定    

（１）調達する資金の額（差引手取概算額） 

処分総額 ３８１，０８９，０００円 

処分費用概算額             ０円 

差引手取概算額 ３８１，０８９，０００円 

 

（２）調達する資金の具体的使途 

当該自己株式処分による収入は、全額商品仕入や諸経費等の支払などに充当する予定で

あります。 

 

（３）調達する資金の支出予定時期 

  平成２２年３月以降、運転資金の一部に充当する予定であります。 

 

４４４４．．．．調達調達調達調達するするするする資金使途資金使途資金使途資金使途のののの合理性合理性合理性合理性にににに関関関関するするするする事項事項事項事項    

調達する資金は全額運転資金に充当するものであり、当社の業務運営に資するものであ

ることから、合理性があるものと考えております。 

 

５５５５．．．．処分条件等処分条件等処分条件等処分条件等のののの合理性合理性合理性合理性    

（１）払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

処分価額につきましては、最近の株価動向の推移に鑑み、当該処分に係わる取締役会決

議の前日を含む１ケ月間（平成２２年１月１２日～２月９日）の大阪証券取引所における

終値の平均値から５％ディスカウントした価額と致しました。 

処分価額の算定根拠は当社の現在の状況を踏まえ、経済環境や業界動向等を総合的に勘

案するとともに、割当先のリスク面も考慮し、当社及び既存株主に対して不利となるよう

な付帯条件を排除し、割当先と十分に協議をした上有利発行にならない範囲でのディスカ

ウントを想定して検討致しました。 

割当先は、当該処分株式を引受後２年間は市場売却・相対売却の制限があり、既存株主

と比べ流動性面で制約がある点を考慮すると、算定基準株価の５％のディスカウントは特

に有利な処分価額とは言えず、合理性があると判断しております。 

また、割当価額を１ケ月の終値の平均にしたことにつきましては、３ケ月の平均と比較

して変動額が少ないと判断したこと、さらに６ケ月の平均などのそれ以上となりますと、

四半期決算その他適時開示の内容をはさんでの算出となり、必ずしも会社の価値を反映し

ているとは言い切れない可能性があると判断し、直近１ケ月の終値の平均価額と致しまし

た。 

このような判断を含め本日当社取締役会において、今回の積水樹脂との一層の関係強化

にも伴う自己株式の処分について充分に討議・検討を行い、出席取締役全員の賛成により

自己株式の処分を決定致しました。また、本日当社監査役３名全員（うち、社外監査役２

名）からは本自己株式の処分価額を含む処分条件等は特に有利な金額ではなく、有利発行

には該当せず適法である旨の意見を得ております。 
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（２）処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

当社総議決権数は６，５９９個（直近で確定している平成２１年９月３０日現在）であ

り、今回の自己株式処分により割当られる７７３，０００株に係わる議決権（７７３個）

の当社総議決権に対する希薄化率は１１．７１％であり一定の株式の希薄化が生じるもの

と認識しております。しかしながら今回の積水樹脂との業務・資本提携による一層の関係

強化を図ることが当社の企業価値の向上に役立ち、ひいては株主価値向上に繋がるものと

考えておりますので、株式の希薄化による影響を充分に補うことが出来るとの判断に至り、

今回の処分数量及び株式の希薄化の規模は合理的であると判断しております。 

 

６６６６．．．．処分先処分先処分先処分先のののの選定理由等選定理由等選定理由等選定理由等    

（１）処分先の概要 

①名称 積水樹脂株式会社 

②本店所在地 大阪市北区西天満二丁目４番４号 

③代表者役職・氏名 代表取締役社長 福井彌一郎 

④事業内容 都市環境関連製品、街路・住建関連製品、 

産業・生活関連製品の製造・販売 

⑤資本金 １２，３３４百万円 

⑥設立年月日 昭和２９年１１月２６日 

⑦発行済株式総数 ４７，３１３千株 

⑧決算期 ３月３１日 

⑨従業員数(連結) １，３７２ 名 

⑩主要取引先 ユアサ商事、東洋エクステリア、日新鋼管、メタルワン鉄鋼製品販売 他 

⑪主要取引銀行 三菱東京 UFJ 銀行・農林中央金庫 

みずほコーポレート銀行・三井住友銀行 

⑫主要株主構成及び比率 ・積水化学工業株式会社                     （２３．４％） 

・日本ﾄﾗｽﾃｨ・ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社  (信託口)   （１２．３％） 

・積水樹脂株式会社 (自社株口)                （５．２％） 

・日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社  (信託口)       （３．２％） 

・日本ﾄﾗｽﾃｨ・ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社 (信託口 ４Ｇ)  （２．９％） 

⑬当事会社間の関係等  

 資本関係 当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありません。また、当社の関係者及

び関係会社と当該会社の関係者及び関係会社には特筆すべき資本関係はありません。 

 人的関係 当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありません。また、当社の関係者及

び関係会社と当該会社の関係者及び関係会社には特筆すべき人的関係はありません。 

 取引関係 当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありません。また、当社の関係者及

び関係会社と当該会社の関係者及び関係会社には特筆すべき取引関係はありません 

 関連当事者への該当状況 当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また当該会社の関

係者及び関係会社は当社の関連当事者には該当しません。 
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⑭最近３年間の経営成績及び財政状態                           （単位：百万円） 

 積水樹脂株式会社 

決算期 平成 19 年 3 月期 平成 20 年 3 月期 平成 21 年 3 月期 

連結純資産 ４８，１３９ ４９，２３５ ４９，４７１ 

連結総資産 ８０，９１８ ８０，６５４ ７５，４５１ 

１株当たり連結純資産額（円） １，０１６．００ １，０４９．４８ １，０９１．６３ 

連結売上高 ６４，７６５ ６６，８７８ ６１，９４７ 

連結営業利益 ５，４８６ ６，０００ ５，６４７ 

連結経常利益 ５，４７９ ５，８７６ ５，５２７ 

連結当期純利益 ３，０７８ ３，３０２ ３，１０８ 

１株当たり連結当期純利益（円） ６６．９０ ７１．６３ ６８．１８ 

１株当たり配当額（内 １株あ

たり中間配当額） （円） 

１５．００ 
（６．００） 

１８．００ 
（８．００） 

１６．００ 
（８．００） 

※なお、処分先、当該処分先の役員又は主要株主（主な出資者）が反社会的勢力とは一

切関係無いことを確認しており、その旨の確認書を大阪証券取引所に提出しておりま

す。 

 

（２）処分先を選定した理由等 

当社は本日積水樹脂との間で、ぞれぞれが保有する技術やノウハウを相互に活用し、協

力体制を強固にすることを目的とした「業務提携」を締結しました。本業務提携をより効

率的かつ効果的に実施すべく「資本提携」にも合意し、自己株式の処分先として積水樹脂

株式会社を選定致しました。 

 

（３）処分先の保有方針 

当社は自己株式の処分先から処分する株式の保有方針について、本業務・資本提携の趣

旨に鑑み、中長期的に継続して保有する意向であるとの旨の報告を受けております。 

当社は、処分先である積水樹脂株式会社に対して、自己株式処分の払込期日（平成２２

年３月１日）から２年間について、積水樹脂が割当自己株式の全部又は一部を譲渡する場

合には、譲渡を受けた者の氏名又は名称及び株式数等の内容を直ちに書面により報告する

こと、当社が当該報告の内容を大阪証券取引所に報告すること、並びに当該報告内容が公

衆縦覧に供されることにつき、確約書の発行を依頼する予定であります。 

 

（４）処分先の払込に要する財産の存在について確認した内容 

本自己株式に係わる払込については、割当予定先から払込期日に全額を払い込むことの

確約をいただいております。また、積水樹脂が平成２２年１月２７日に公表致しました平

成２１年１２月３１日現在の財務諸表から、同日現在の現預金残高は１７，４５２百万円

と確認しております。 
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７７７７．．．．処分後処分後処分後処分後のののの大株主及大株主及大株主及大株主及びびびび持株比率持株比率持株比率持株比率    

処分前（平成２１年９月３０日現在） 処分後 

髙田信子 １０．５２％ 積水樹脂株式会社 １０．５３％ 

髙田俊太 ５．１２％ 髙田信子 １０．５２％ 

株式会社三菱東京 UFJ 銀行 ４．４１％ 髙田俊太 ５．１２％ 

ｹｰ･ｴﾌ･ｼｰ取引先持株会 ４．１８％ 株式会社三菱東京 UFJ 銀行 ４．４１％ 

吉田隆興 ３．０４％ ｹｰ･ｴﾌ･ｼｰ取引先持株会 ３．８６％ 

新井嘉重 ２．８６％ 吉田隆興 ３．０４％ 

電気化学工業株式会社 ２．７１％ 新井嘉重 ２．８６％ 

坂本澄雄 ２．５２％ 電気化学工業株式会社 ２．７１％ 

ｹｰ･ｴﾌ･ｼｰ従業員持株会 ２．４４％ 坂本澄雄 ２．５２％ 

株式会社中外精工 ２．３５％ ｹｰ･ｴﾌ･ｼｰ従業員持株会 ２．４４％ 

（注）１．処分前（平成２１年９月３０日現在）には、当社は自己株式を７７３，６１５株（１０．４８％）

保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。 

２．  処分後の大株主及び持株比率につきましては、平成２１年９月３０日現在の株主名簿

を基準として記載しております。 

 

８８８８．．．．今後今後今後今後のののの見通見通見通見通しししし    

 今回の自己株式処分による資金調達は、当社の平成２２年３月期の業績及び与える影響

は、連結・個別ともに軽微であります。 

 

９９９９．．．．企業行動規範上企業行動規範上企業行動規範上企業行動規範上のののの手続手続手続手続きにきにきにきに関関関関するするするする事項事項事項事項    

本件の第三者割当による自己株式の処分は支配株主の異動を伴うものではなく、また、希薄化

率が２５％以上とならないため、株式会社大阪証券取引所の定める上場会社の企業行動に関する

規範第２条に定める独立第三者からの意見入手及び株主の意思確認手続きは要しません。 

 

１０１０１０１０．．．．最近最近最近最近３３３３年間年間年間年間のののの業績及業績及業績及業績及びびびびエクイティエクイティエクイティエクイティ・・・・ファイナンスファイナンスファイナンスファイナンスのののの状況状況状況状況    

（１）最近３年間の業績 （連結）                       （単位：百万円） 

決算期 平成 19 年 3 月期 平成20年3月期 平成 21 年 3 月期 

売上高 ２５，２３１ ２１，７８６ ２２，８７８ 

営業利益 ９５９ ５８９ ９７８ 

経常利益 ８７７ ４６０ ８９９ 

当期純利益 ９７０ ３０４ ４６１ 

１株当たり当期純利益（円） １４６．６８ ４６．０８ ６９．８６ 

１株当たり配当額（内 １株

あたり中間配当額） （円） 

１６．００ 
（－）  

１１．００ 
（－） 

１５．００ 
（－） 

１株当たり純資産額（円） ７２０．０４ ７００．７４ ７４８．８０ 
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（２）現時点における発行済み株式総数及び潜在株式数の状況  （平成２１年９月３０日現在） 

 株式数 発行済み株式に対する比率 

発行済み株式数 ７，３７８，０５０ 株 １００．０％ 

現時点の転換価額（行使価額）における 

潜在株式数 

   －   株 

 

－   ％ 

 

下限値の転換価額（行使価額）における 

潜在株式数 

 －   株 

 

－   ％ 

上限値の転換価額（行使価額）における 

潜在株式数 

 －   株 

 

－   ％ 

   

（３） 最近の株価の状況 

①最近３年間の状況                                 （単位：円） 

 平成 19 年 3 月期 平成 20 年 3 月期 平成 21 年 3 月期 

始  値 ７２０ ６７０ ４５０ 

高  値 ７２０ ７５９ ６４３ 

安  値 ６１４ ４５８ ３９２ 

終  値 ６５０ ４６９ ５００ 

 

②最近６カ月間の状況                               （単位：円） 

 平成２１年 

８月 
 

９月 
 

１０月 
 

１１月 
 

１２月 
平成２２年 

  １月 

始  値 ６２０ ６１２ ５８５ ５６９ ５０３ ４９９ 

高  値 ６４０ ６１５ ５８５ ５６９ ５２０ ５２５ 

安  値 ６０２ ６００ ４９９ ５２７ ４７９ ４９９ 

終  値 ６２０ ６００ ５６９ ５３０ ４９６ ５０７ 

 

③処分決議前日の状況   （単位：円） 

 平成２２年２月９日現在 

始  値 ５１０ 

高  値 ５１１ 

安  値 ５１０ 

終  値 ５１１ 

 

（４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

 該当事項はありません。 
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ⅡⅡⅡⅡ．．．．主要株主主要株主主要株主主要株主であるであるであるである筆頭株主筆頭株主筆頭株主筆頭株主のののの異動異動異動異動 

１１１１．．．．異動異動異動異動がががが生生生生じたじたじたじた経緯経緯経緯経緯    

上記 Iに記載のとおり、今回の第三者割当による自己株式処分により以下の通り髙田信子

が主要株主である筆頭株主に該当しなくなり、新たに積水樹脂が筆頭株主となる見込みで

あります。 

 

２２２２．．．．当該株主当該株主当該株主当該株主のののの名称等名称等名称等名称等    

（１）主要株主である筆頭株主になるもの 

  ①名称：積水樹脂株式会社 

  ②本店所在地など積水樹脂の概要については、上記Ⅰ．６．（１）をご参照下さい。 

 

（２）主要株主である筆頭株主でなくなるもの 

  ①氏名：髙田信子 （株式会社ケー・エフ・シー 相談役） 

  ②住所：大阪府吹田市 

 

３３３３．．．．当該株主当該株主当該株主当該株主のののの所有株式数所有株式数所有株式数所有株式数（（（（議決権議決権議決権議決権のののの数数数数））））及及及及びびびび総株主総株主総株主総株主のののの議議議議決権決権決権決権にににに対対対対するするするする割合割合割合割合 

（１）積水樹脂株式会社 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 

大株主順位 

異動前 

（平成２１年９月３０日現在） 

４個 

（４，０００株） 
０．０６％ － 

異動後 

（平成２2 年３月１日予定） 

７７７個 

（７７７，０００株） 
１０．５４％ 第１位 

 

（２）髙田信子 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の

数に対する割合 

大株主順位 

異動前 

（平成２１年９月３０日現在） 

７７６個 

（７７６，０００株） 
１１．７６％ 第１位 

異動後 

（平成２2 年３月１日予定） 

７７６個 

（７７６，０００株） 
１０．５３％ 第２位 

（注）総株主の議決権に対する割合は、異動年月日で確定している総株主の議決権の数６，５９９個   

（平成２１年９月３０日現在、当社が保有する自己株式に係わる議決権は含まず。）を基準として、

異動後は今回の第三者割当による自己株式処分に伴う増加株式数７７３，０００株に係わる議決権

数（７７３個）を加えた値を基に算出しております。 

 

４４４４．．．．異動年月日異動年月日異動年月日異動年月日    

  平成２２年３月１日 （予定） 

 

５５５５．．．．今後今後今後今後のののの見通見通見通見通しししし    

割当先の積水樹脂は今回の割当株式について、当社との業務・資本提携の趣旨に鑑み、

中長期的に継続して保有する意向であるとの旨の報告を受けております。 

また、今後両社で「事業提携委員会」（仮称）を設置し、早急に検討を進め、提携案

件を具体的に推進して行く予定であり、その内容は必要に応じて開示いたします。 
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ⅢⅢⅢⅢアールシーアイアールシーアイアールシーアイアールシーアイ・・・・セキジュセキジュセキジュセキジュ株式会社株式会社株式会社株式会社のののの完全子会社化完全子会社化完全子会社化完全子会社化 

１１１１．．．．株式取得株式取得株式取得株式取得のののの理由理由理由理由    

積水樹脂及びケー・エフ・シーの両社は平成１７年９月にはさらなる緊密化を図る目的で

子会社同士の合併を実施し、アールシーアイ・セキジュ株式会社が誕生し、今回の積水樹

脂株式会社との業務・資本提携及びそれに伴う第三者割当による自己株式処分により両社

の関係は一層強化され、両社の経営の効率化と当社の連結経営を強化する目的で、アール

シーアイ・セキジュ株式会社を完全子会社化することと致しました。 

 

２２２２．．．．異動異動異動異動するするするする子会社子会社子会社子会社（（（（アールシーアイアールシーアイアールシーアイアールシーアイ・・・・セキジュセキジュセキジュセキジュ株式会社株式会社株式会社株式会社））））のののの概要概要概要概要    

①商号 アールシーアイ・セキジュ株式会社 

②代表者 代表取締役社長 森 尚武 

③本店所在地 大阪市北区西天満三丁目２番１７号 

④設立年月日 平成１７年９月１日 

⑤主な事業の内容 耐震関連工事及びあと施工アンカー工事等の設計施工 

⑥決算期 ３月３１日 

⑦従業員数   ２７名 

⑧資本金 ７４百万円 

⑨発行済み株式数 ４８２，０００株 

⑩大株主及び比率 ・株式会社ケー・エフ・シー    ６０．２％ 

・積水樹脂株式会社       ３９．８％ 

⑪最近３年間の業績                                （単位：百万円） 

決算期 平成 19 年 3 月期 平成 20 年 3 月期 平成 21 年 3 月期 

売上高 ２，２０９ ２，１８２ １，４７９ 

売上総利益 ４６４ ５２４ ３５４ 

営業利益 １００ １４２ ２３ 

経常利益 １１１ １５８ ２４ 

当期純利益 ６６ ８１ １７ 

総資産額 ８６３ ８４８ ７４８ 

純資産額 ２６１ ３４２ ３６０ 

１株当たりの配当金 無配 無配 無配 

 

３３３３．．．．株式株式株式株式のののの取得先取得先取得先取得先    

（１）商号：積水樹脂株式会社 

（２）本店所在地など積水樹脂の概要については、上記Ⅰ．６．（１）をご参照下さい。 

 

４４４４．．．．取得株式数取得株式数取得株式数取得株式数、、、、取得価額及取得価額及取得価額及取得価額及びびびび取得前後取得前後取得前後取得前後のののの所有株式所有株式所有株式所有株式のののの状況状況状況状況    

（１）異動前の所有株式数 ２９０，０００株 （所有割合６０．２％）（議決権の数２９０個） 

（２）取得株式数 １９２，０００株 （１５０百万円）    （議決権の数１９２個） 

（３）異動後の所有株式数 ４８２，０００株 （所有割合１００．０％）（議決権の数４８２個） 

５５５５．．．．日程日程日程日程    

  平成２２年２月１０日     取締役会決議・株式譲渡契約書締結   

６６６６．．．．業績業績業績業績にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響    

 今回の完全子会社化に伴う平成２２年３月期の業績に与える影響は、軽微であります。 

 

なお、本件に関するお問い合わせは、以下へお願いします。 

株式会社ケー・エフ・シー  経営企画室  ０６－６３６３－５６５３ 

                                      以上 


